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　ＳＰ講習会は平成１８年度までは、主にセンター会員の就業のための技術向上を図るための講習
に重点が置かれていましたが、平成１９年度からは就職を目的とした講習に移行することに社団法
人京都府シルバー人材センター連合会により決定されました。
　今年度のＳＰ講習会は、「樹木剪定（平成19年11月～12月予定）」と「保育補助（平成20年2月～
3月予定）」の２種目が決定され、就職を目的とするシルバー世代の方が受講可能となります。
　これら２種目以外に就業に必要と思われる講習については順次計画していきますので、決定しま
したらご連絡致します。

　平成１８年度ＳＰ講習会実施結果（２）

パソコン講習会
開 催 日 平成19年3月6日(火)

～平成19年3月22日(木)
講 師 母谷章宣会員、岩里良己会員

峰昭子会員、羽場三喜男会員
受 講 者 数 延べ40名
会 場 センター会議室

接遇講習会
開 催 日 平成19年3月24日(土)

講 師 株式会社キャップ　森田ひとみ氏
受 講 者 数 39名
会 場 精華町役場交流ホール

初級福祉・家事支援講習会
開 催 日 平成19年3月26日(月)
講 師 子育て支援センター　大西美希氏

大喜多智恵子会員
受 講 者 数 20名
会 場 センター会議室

ペン習字講習会
開 催 日 平成18年12月6日(水)

～平成19年3月14日(水)
講 師 岩前良明会員
受 講 者 数 延べ74名
会 場 センター会議室

　就業の場におけるマナーは重要なものです。
参加された会員が講習を通じて、接遇接待の大
切さを実感されたようです。

　ボールペンや筆ペン等、自分の好きなものを
使って字体や手紙の書き方を練習しました。６
回の講義を通じて、受講者は手で書くことの大
切さを習得したようです。

　一対多数による講義形式の前回と違い、一対
一もしくは一対二による個人指導形式による受
講によりパソコン操作のレベルアップを図りま
した。講義形式に比べ、受講者各々の習熟度が
増したようです。

　前半は、子育て支援の心構えと現状を現場で
活躍する保健士より講義を受け、後半は学童保
育指導の体験とやりがいについて指導会員より
お話を聞きました。

平成１９年度ＳＰ講習会について

　　　ＳＰ（シニアワークプログラム）講習会とは
シルバー人材センターが厚生労働省の委託を受けて実施する
高齢求職者等を対象とした技能講習（座学・実技）等です。


